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原子力開発原子力開発

1955 1955 --フィリピン政府が原子力の平和利用に関フィリピン政府が原子力の平和利用に関
する米国との二国間協定に署名する米国との二国間協定に署名

1958 1958 --フィリピン原子力委員会（フィリピン原子力委員会（PAECPAEC））の設立の設立
により、原子力開発が正式にスタートにより、原子力開発が正式にスタート



原子力開発原子力開発

•• PAECPAECは現在フィリピン原子力研究所は現在フィリピン原子力研究所
((PNRI)PNRI)と呼ばれていると呼ばれている

•• PNRIPNRIは原子力の平和的な利用の推進・規は原子力の平和的な利用の推進・規

制という二重の役割を担っている制という二重の役割を担っている



原子力開発原子力開発

農業農業

医療医療

工業工業

研究研究

環境環境

PNRIPNRIは、以下をはじめさまざまな分野における原は、以下をはじめさまざまな分野における原

子力の利用に取り組んでいる。子力の利用に取り組んでいる。



原子力開発原子力開発
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商業 病院 工業用ラジオグラフィー

研究 工業 RPA

分野別許可取得者の分布（2004年12月現在）

PNRIPNRIは、フィリピンにおける原子力の平和的は、フィリピンにおける原子力の平和的

な利用を規制している。な利用を規制している。

合計: 310



原子力プログラム原子力プログラム

19601960年代年代 -- フィリピンにおける原子力プログラフィリピンにおける原子力プログラ

ムの開始ムの開始
19791979年年 -- 原子力発電所の建設開始
19851985年年 -- BNPPBNPPの完成の完成

19861986年年 -- BNPPBNPPの操業停止の操業停止

原子力開発原子力開発



フィリピンエネルギー計画（フィリピンエネルギー計画（20032003年～年～20132013
年）では、原子力をエネルギー・ミックスに年）では、原子力をエネルギー・ミックスに
含めることは想定していない含めることは想定していない

19961996年～年～20252025年を対象とした長期的なエ年を対象とした長期的なエ
ネルギー計画には、ネルギー計画には、20202020年以降の選択肢年以降の選択肢

として原子力も含まれているとして原子力も含まれている

原子力開発原子力開発



フィリピンのエネルギーフィリピンのエネルギー3030年計画には次のように記さ年計画には次のように記さ

れている。れている。
「国内のエネルギー源を開発しようとする努力にもか「国内のエネルギー源を開発しようとする努力にもか
かわらず、かわらず、急増するエネルギー需要のため、石油や急増するエネルギー需要のため、石油や
石炭などの輸入エネルギーを利用する必要性が石炭などの輸入エネルギーを利用する必要性が
20012001年から高まるだろう年から高まるだろう。また、。また、20202020年以降は、エネ年以降は、エネ

ルギー・オプション（選択肢）としての原子力のルギー・オプション（選択肢）としての原子力のメリットメリット
に関する本格的な情報キャンペーンを行った上で、原に関する本格的な情報キャンペーンを行った上で、原
子力が使われるようになる可能性もある」子力が使われるようになる可能性もある」

フィリピンの長期的なエネルギー計画フィリピンの長期的なエネルギー計画



BNPPBNPPおよびスリーマイル島やチェルノブおよびスリーマイル島やチェルノブ

イリでの事故を受けて、フィリピン国民のイリでの事故を受けて、フィリピン国民の
ほとんどは原子力に対して否定的なとらほとんどは原子力に対して否定的なとら
え方をするようになったえ方をするようになった

こうした否定的なとらえ方の一因は、放こうした否定的なとらえ方の一因は、放
射線と原子力に関する知識がないため射線と原子力に関する知識がないため
だと思われるだと思われる

国民の原子力に対するとらえ方国民の原子力に対するとらえ方



最近の原子力関連の問題／懸念最近の原子力関連の問題／懸念

エネルギーの供給や環境保護のエネルギーの供給や環境保護の
ために原子力という選択肢を残ために原子力という選択肢を残
しておくしておく



最近の原子力関連の問題／懸念最近の原子力関連の問題／懸念

放射線源の安全と安全保障放射線源の安全と安全保障

テロリスト・グループが放射線源を奪ったり、世界各テロリスト・グループが放射線源を奪ったり、世界各
国への攻撃をたくらんでいたりするのではないかと国への攻撃をたくらんでいたりするのではないかと
いう懸念が高まっている。いう懸念が高まっている。

フィリピンでは、フィリピンでは、PNRIPNRIやその他の関係機関をやその他の関係機関を

通して、核テロ行為を防止／阻止するための通して、核テロ行為を防止／阻止するための
安全保障計画を実施している。安全保障計画を実施している。



最近の原子力関連の問題／懸念最近の原子力関連の問題／懸念

放射線源の安全と安全保障放射線源の安全と安全保障

PNRIPNRIは「放射性物質の安全と安全保障のためのは「放射性物質の安全と安全保障のための

行動計画」を作成した。行動計画」を作成した。

PNRIPNRIは、は、IAEAIAEAの「放射性物質の安全と安全保障の「放射性物質の安全と安全保障

に関する行動規範」に基づいて政府が採択した戦に関する行動規範」に基づいて政府が採択した戦
略によって、放射性物質の安全保障に取り組んで略によって、放射性物質の安全保障に取り組んで
いる。いる。



最近の原子力関連の問題／懸念最近の原子力関連の問題／懸念

米国政府とフィリピン政府は、核物質やその他の放射性米国政府とフィリピン政府は、核物質やその他の放射性
物質が隠匿された貨物を発見する特別設備をマニラ港物質が隠匿された貨物を発見する特別設備をマニラ港
に設ける協定に署名した。この協定により、テロ行為をに設ける協定に署名した。この協定により、テロ行為を
防止するための両国の協力体制がさらに強化されるも防止するための両国の協力体制がさらに強化されるも

のと思われる。のと思われる。

協定書に署名したフィリピン科
学技術（DOST）長官
エストレラ・F・アラバストロと米
国大使ジョゼフ・A・ムッソメリ



原子力広報（原子力広報（PIPI））活動活動

•• 戦略戦略::
－－原子力についての認識を深めるためのセミナーの原子力についての認識を深めるためのセミナーの
実施実施

－－PNRIPNRI施設のガイド付きツアー施設のガイド付きツアー

－マスメディアとの関係－マスメディアとの関係

－展示会／見本市など国家的な科学技術イベントへ－展示会／見本市など国家的な科学技術イベントへ
の出展の出展

－印刷物やその他の資料による原子力情報の公開と－印刷物やその他の資料による原子力情報の公開と
公衆の教育公衆の教育

－－アジア原子力協力フォーラム（アジア原子力協力フォーラム（FNCAFNCA））をはじめ、地をはじめ、地

方や海外の機関／組織との連携活動方や海外の機関／組織との連携活動



•• FNCAFNCA加盟国：オーストラリア、中国、インド加盟国：オーストラリア、中国、インド

ネシア、日本、韓国、マレーシア、フィリピン、ネシア、日本、韓国、マレーシア、フィリピン、
タイ、ベトナムタイ、ベトナム

原子力広報（原子力広報（PIPI））活動活動

2003年にベトナムで
開かれた「原子力広
報（PI）プロジェクト
リーダー会合」への
参加者



•• 「「FNCA7FNCA7カ国の高校生を対象に行われた科学技術カ国の高校生を対象に行われた科学技術

と放射線の利用に関する知識についての共同アンと放射線の利用に関する知識についての共同アン
ケート調査」では貴重な情報を得ることができたが、ケート調査」では貴重な情報を得ることができたが、
この情報は現在フィリピンの学生や教員を対象としこの情報は現在フィリピンの学生や教員を対象とし
たたPIPI戦略や学習資料の改善に用いられている戦略や学習資料の改善に用いられている

FNCSFNCS原子力広報（原子力広報（PIPI））活動活動
のハイライトのハイライト



•• FNCAFNCAの地域スピーカーズ･ビュローの地域スピーカーズ･ビュロー ((Regional Regional 
Speakers Bureau: RSBSpeakers Bureau: RSB））は、は、FNCAFNCAのセミナー／会議をのセミナー／会議を

フィリピンで開催したときの原子力ウィークの式典やオーフィリピンで開催したときの原子力ウィークの式典やオー
プンセミナー／講演など、フィリピンのプンセミナー／講演など、フィリピンのPIPI活動に貴重な支活動に貴重な支

援を提供している援を提供している

FNCSFNCS原子力広報（原子力広報（PIPI））活動活動
のハイライトのハイライト

•• RSBRSBは、は、WINWIN（（原子力関連の仕事をする女性たち）グロ原子力関連の仕事をする女性たち）グロ
ーバルといった組織にも支援を提供している。ーバルといった組織にも支援を提供している。20042004年に年に
東京で開かれた東京で開かれたWINWIN会議では、フィリピンとベトナムの会議では、フィリピンとベトナムの
PIPIプロジェクトリーダーがそれぞれの国のプロジェクトリーダーがそれぞれの国のPIPI活動につい活動につい

てプレゼンテーションを行ったてプレゼンテーションを行った



•• FNCAFNCAののPIPIウェブサイト（ウェブサイト（http://www.http://www.fncafnca..jpjp//englishenglish））
や、情報資料（日本のや、情報資料（日本のAtomsAtoms、、Power LinePower Line、、FNCAFNCAニニ
ュースレターュースレター）の交換／提供は、域内の原子力関連ト）の交換／提供は、域内の原子力関連ト
ピックに関する正確な最新情報の入手や提供に非常ピックに関する正確な最新情報の入手や提供に非常
に役立っているに役立っている

FNCSFNCS原子力広報（原子力広報（PIPI））活動活動
のハイライトのハイライト



ありがとうございました。ありがとうございました。


